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来園の海洋地質調査についての一資料

(その蟻)

命鉱物鴛源の調査あ鴛源管醒なだ､

前妻固では米顧遠郊政府機関蜜幸心曇篶愁鰯薮の概況き調藍

技締および深海試すいな星紀ついて述べで蜜花､今回の鉱物

資源暖関儀ず葛閥騒は闘籍技術楚の鰹瀞陛至鰯の鉱業政

策な淳級深く鰯逮㍍花もの㌘彰義芝鉦は述戎蕃畿でもな曽･苗

米團歎界の踊測ζψ沢の欝料は勅が鰯でも相姿夢数嚇出廻

欄仰喝けれど個分関遼分野湾拡く穣雑で齢る熾批

その実態･真相は一般に非常に捉えにくいものとなってい

る.

その背景

日本に比べて海域部の鉱産資源の生産1開発1探査淋

大規模であることは諾統計の示すあこる&なりて濁り

このよラな数字を飛躍的に上昇さ捻るための購象的な努

力が積み重ねられている.この次夢な艦騒の青紫をし

ては次のようなことを指適でき葡⑳で縁板かる蚤か拮

血もてる国とはいいな秘ら消費1需要繭⑳水準の高

さから鉱産物の海外依存度はかなり瞬い苗

妓鉱産物中のいわゆる戦略物資あしての鉱物の確保は

重要であるがそれらの72形(鉱麓循格)絶ついては

政情など不安定な地域からの供給紘依り仰喝(亨)与

〔注:()は参考資料欝督〕

蕊海域に潟ける資源の嫌テンシャルと篶ては生物

(食料)賛源よりも鉱物資源の労淋談り大巷い&

する屍方秘支配的である(鰯繊)由

愈資本紀糊夕るを岡穣鉱産は海域への依存度を増カ頸

して篤資(現崔では有滴篤よび未然嫁黒)将来

この僚肉は他の鉱物に関しても強襲る&みられてい

る茗

坊繊俊属

の鉱業技術のデザイン坤開発も次鶏悠発展して曹て

い為由

蕊上調めぷうな必要性可能性技術労㌻夢1汐ベ

ルの筒土などは来園紀潟いて,海洋鉱物を欝源論

的立揚か島論じ工学技術の闘翻蝸標挙専克園

為攻び民間の鉱物探査の意慾を高めるな竺遂次

これらを可能とする基盤を育成し危あみるごをがで

きる畠

以上の動陶は鉱物資源に関しての簿本での揚合と多

くの共通的要素をもりているわけであ肋婁彼我の格差

は彼紀おいては窯り興体的な園武帝設諦を摘くごと淋

で慧かつ淡り強カな実践を行ないつっある&いうこ

&で蕗葛幸

殿臓機鰯鷲は

遼邦政府法濠⑳機関淡案施じている鉱物欝源の深査

あ芯れ悠関違を宥業る倣察は前剛跳多少はふ杓て影る

かここ悠要約する曲

(実施機関)

(窒翼集施･捜幾項察)

驚灘欝萱繁鎗

俺刈撃態鎌簑篤;二二砺

公有土地管理

燭(逓むM)⑰資源管理(USGSと共同)

機郷篤媛物理観測

姶浄各州政

府機関⑩資源管理

(本誌18§38刈遂頁参照).

愈海域に関す篭地質鉱廉地球物襲的なヂｰ労は'

すで紀述ぺて曹花ぷ簑紀宥漉概探養1採掘地質

調査所なだ鰯隷機関の調査深海試すい(D嵩D遭)

大学付置の各海洋研究所ゆ整磯研窮な濠を通じて集

積されて書た呈凄恕鉱物の操掘1操敢はついで

以上は内務省が主務機関であり目本でいえばさし

あたり鉱山1宥炭局鉱山保安局各地方通産局地

衡調査所資源技術試験所など通産省の鉱物資源にっい

ての所掌業務の範囲紀ほぼ相当する分野であろう.�
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ムUSGSの業務範囲は日本の場合に鉱1⊥い石炭局各

地方通産局が所管する業務(資源管理資源評価)を

一部にふくみ日本の地質調査所の仕事に比べより

広範･強力である.そしてUSGSおよびUSBM

の業務のうち鉱物資源を対象とするものとしては

砂鉱(砂金ブラック･サンドなど)燐鉱を目的と

したものカミ多い吉鉱物の採取(掘)等開発技術につい

ての業務を主とするUSBM(海洋鉱物技術センタｰ

一前記)カミ採取に関連しての鉱床の探養をみずからあ

わせ行なっていることは特徴的である.

妓鉱物資源の管理はBLMおよびUSGSが共同し外

部陸棚管理法ζO狐廠砺ぷ鵬触王畿ξ工fb孤どAct)

などによって実施していて海域の鉱物資源管理に関

する法体制の整備は日本よりはるかに進んでいる

と考えられる.

鬼大学海洋研究所への資金の提供共同研究人員交流

などを通じて魔史的に強力な海洋研究所がちの業務

上の支援を有効にうけている.これはUSGSU

S遣Mなどにおける海洋関係部門が発見してまだ

日が濃い事情にもよるものであろう.

国が求められているもの

さて上調の諸特質はより具体的に後で述べられる

であろうか現在鉱物資源の調査1開発に関して国カミ

求められている分野は何であるかをふれてみたい.

雛まず海底地形図についてはその作成状況を本誌185

号に述べたが鉱物探査1開発の基礎としてより広

範により高精度により迅速にという形でその作成

洪強く要望されている.この大部分はもちろん

USC&GSの所管業務である｡

⑬つぎには米国周辺海域について系統的な地質図

の作成が急がれるべきであるとする要求である.

これは鉱物資源探査の範囲かしぼられなければより

突込んだ探査を民間が実施するリスクは解決されない

ということ並びにこのようなデｰタがなければ

今後USGSなどが適切な資源管理などを行なえな

いだろうという理由からである目

鰯既述のように米国周辺海域に間しての地質的如見は

婁在まことに貧弱であるという認識カミ関係者の間

で強くもたれている.そして鉱物資源の探査にも

影響を冬へるものとして次に関する知見の不足がと

くに指適されている(27他).

廠大陸磁穀と海津地殻の擦触関係一これは地質

地球物理的観点からの基本問題の1つであるが後

記のように大陸棚斜面からコンチネンタル･ライズ

周辺紀わたる石油資源松との探鉱里評価に大きな

影響をおよぽすものである.

ム厳裂構(fraCture霧One一メンドシノ断裂帯など)

一での陸域への延長1接続関係発展時期断裂帯

にともなう鉱化作用の可能性や鉱床胎膝の場として

の断裂帯の性状

蕊簿灘の縫状一発達史に関するデｰタなど

愈汎世界的な第三紀中期の海底火山偉用に関する

地質学岩石学的の研究

愈コンチ率ンタ'いライズの堆積物の形態地史

衣どのデｰタとその検討

轡大局的な鉱物(資源)の賦存分布有望性などは

系統的な地質図作成(前記)などを通して国が早

急に把握すべきだとする要求カミある.このような

探査区域を限定していくための要求には一鉱物(鉱床)

の成因を地質構造や地史との結合において一巨視的に

捉えてゆくのが本筋であろう.根拠のない探査は広.

い海洋では貝スが余りにも大きすぎるとみられる仙

しかしな添ら地質的な情報1デｰタが極度に不足し

ている海洋の現況では陸上記為いての鉱床区といっ

たようなものはまだ到底設定できないのが当然で

その屍方も荒っぽいものとなるのは薮し方がなかろう.

従来から鉱床の分類･区分(海域の)はおもに地

形々態(地理的分布)賦存形態母岩層など若干の

地質要素などによって行なわれたものがいくっかある.

これらはすでに日本でも紹介されているものが多い.

鉱物(鉱床)をその成因環境に主点をおいて区分し

た例としてV.E.マッケルビイ氏のもの(59)を示そう.

⑪上昇流(upwe11in募)と成因的に関連する鉱物

燐鉱オイルシェｰル肩油･天然ガス塩類鉱物硫黄

②供給源を陸地にもつ残留鉱床

AuAgPt,Sn等のいわゆる砂鉱砂･藻ダイヤモ

ンド含アルミニウム粘土

≡⑯澄泉に関連するマンガン鉱物.

この分類1区分は多少風変わりのようにみえるが

調査1探鉱にあたってあるいはその計画を作る場合

の大局的な判断･基準をうる上の参考となる.�
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海砂礫

底介殻砂

面

ま

た断裂剰こ伴うもの

は(合金属泥)

表

層

綴鉄･マンガン澄奥俸

ぽ(マン〃団壊他)

あ

も燐鉱(鋒賑土)

の砂鉱(A雌庄£r他)

拙

ぷ石油･災難ガス

^海岸平野堆棚物他

蓬堆櫛萄{陸棚一深海堆

欄着･煽〕

C大陸地殻{詰晶質岩,1貢〕

D海洋地殻{玄武岩質岩

煩)

櫟武断面は{60旧95にも

とずく

氷乎･墾直配鰍土鋤むこ

櫟式化してある

炉埠､専

ニビニｰ･ノ

第工獺

来園に抽いて稼行ま淀蔓ま探査対象と

なりている鉱物(鉱廉)とその分布

範囲

この区分について補足的な説明を加える.

蕊この区分はおもに海底表面部付近に賦存する鉱

物に関するものである.従って⑪の申の宥漁1天

然ガス等もその原物質ないしはそれが多少の続成

作用をうけたものという意味のものが多い.燐鉱

についても燐ノジュｰル含燐砂などをおも絶扱っ

ている.

ム同様にこの区分で対象とした鉱物(鉱床)は海洋環

境で生成されると考えられるものに限定してあるの

で基盤岩中の金属鉱床や看炭な凄ぬついて1ま肴及

されていない.この意映で①の申の盤類鉱物(Sa-

1三皿⑧楓i蝸ra王)も陸上での蒸発鉱床を意瞭していない.

血マンガン団塊(金属団塊)等のすべては③としては

区分されていない.ここでの亨ンガン鉱物はお

もにBan泄Wuh孤海底火山(インドネシア)や

紋海の合金属泥(後記)におけるマンガン酸化物校

とをあげている.

以上の弛にも国あ立場で行なうべきこと棲た要望

されていることは多いが以後の項の申で述べてゆく

おもな鉱物(鉱床)についての賦存形態分布稼行

の有無などぽついては第13図海洋の地形区分は第14表

として示す.この図1表から鉱物(鉱床)のそれぞれ

の賦存範囲(乎繭立棒的に)が成因的考察はもとづい

てごく大まかながら限定される出いう棄でもなく

石油･天然ガスならば模式断面に示されたAおよびB

いわゆるマンガン(金属)団塊はBDの表面部合金

属泥(紅海型)はリフト1バレｰという具合である｡

ただし上昇(海)流の地域に密接ぽ関連して賦存する

燐鉱などの分布はここに閲表化した要素からだけでは

読みとりにくい.実際にはこのようなデｰタから逆

に各種の鉱物(鉱床)の成因添チ皿ヅクされるわけであ

る曲

最近USGSでは既存資料のコンバイノ比よつで全

海洋についての鉱物費源の初歩的な分布図(6至)を完成し

た.この図は作業着等から贈版漢でに3泌月経度の超

スピｰドで仕上げたもので前記のように試作段階の

ものであるが数鉱穣を同一因紀蜜とめかつ最新のデ

鉱物(鉱種)別の考察

現在来園で海域から生産されている鉱物および命後鰯籍登員

ざしている鉱物についての概要は種々の形で員本紀も細るれ

ている.以下でほ個々の鉱物(鉱種)についての詳細ζは立

ち入る余裕がないがまず図1表によって全体数ながめ鉱

物相互の関連性などをみていこう由

第1逮讃海産総形獲(賊鰍鮒豊呈繊養驚蜘搬夏鱗6)

津計算上は螢

ンタ率シタル

･ライズおよ

び深海平原に

含ませる�
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鉱物資源の初歩的分初回(01〕

一全4葉(縮尺1/60,00⑪茱⑪00王/39､鵬3,200v伽De正Grinten投影)

石油･天然ガス硫叢叩ン材ン溺擁燐鉱金属涯

1遠図1ぼ鴛黒鴛1

海洋の地形隆潟麦び地質墜の大要因招よび畿坊欝

一夕ぽ大部分淋よりていることが魅力である.ま

た地形区地質区の大要も図示しさらに陸上の当該

資源の分布をもあわ世でいるのは鉱物資源の賦存を成

因的見地から肥えようをする努力の現われをみることが

できる.米国とそれに関連して員本の場合にも重要で

はないかと考えられる鉱物(資源)について米禺紀抽

･ける現況を主にしたものを第15表記総括した,

鶴篇漁1茨然ガ沢

1946牢のメキシロ湾での試掘が事実上の海洋油国開発

への第王歩であるという屍方もあるかいずれにしても

半世紀に近い歴史沸海洋の看満開発において経過してい

る.知られているように米国の石油資本は趨巨大であ

り米国周辺海域の宥油に関しての調査も最近では概

査の段階でさえそのほとんどが蔑間の手によりて行

なわれて書でいる｡

米国周辺海域(現在では大陸棚のみ)からの累計産出

量(1966年まで)は石油約20億バｰレノレ(3.2億吻

天然ガス約5｡眺ft3(工葦蜘億が)で(?)い蜜塞では約

80億ドル(蔓里魯80億円)秘投資窓れ花といわれている(2透)､

また海域に掘さく巻れた孔井は約9壷000本(そのう

ち約100孔が大陸棚以深)でメキシ藪湾を主として約

250の構造(構造系列)が確認され色とされている､

最近の開発1探鉱は当然ながら陸からより濠くへ

より水深の深いところへと移行を続けている(第独図)､

1966年以降異聞によるメキシ饒湾人衝洋岸の探査

(物理探査勢)茄水深憂,500肌程度の範囲まで実施慈れて

いるし地質調査所海軍の共同調査は全メキシコ湾や

カリブ海を嚇象とし石油に関する基礎調査の意味もふ

くめて水深3,000皿以上の範囲をカバｰしている(本誌

187号).内務省の石油に関する鉱区のリｰズも最近

では水換1,800氏(約550臓)のものカ油されている.

大陸棚から大陸棚斜面そして一部の深海(Abyssa1

Plain等)にまで艶麗を拡張した肩油探査は大陸棚斜

面などの地質に関してのデｰタの一層の敢碍とそれにも'

どつく鉱床胚胎の可能性についての検討を切実虹遺られ

ているわけである｡しかし大陸棚ぬついてももちろ

后のことそ抑以深についての地質(とくに海底面下の)

616老63竈達§§竈66768

隼

鏑隻姻麓蜘燕おぶぴ試掘井の氷潔麺録

(脇蓋塾蛇呈ふ搬醐:跳飾1e凹ω脾adO臓

至鷲抵樽嵩醐工98⑪獅8beyondOce…皿hd醐虹y

19餓1こよる)

状況の把握は全般的にはまことぽ貧弱であるとみら

れている苗

大陸棚斜面抽よび㌶ンチネシタル1ライズは大西洋側

とへ一リング海衝部紀比較的良く発達している.大陸

棚斜繭に蘭しては一般的に堆積物の厚さ有機物の

含有量とそれか保存窓れる環境貯留岩(Tmもidite

蜘漬等)構造的高密りなどについて石油･ガス鉱

床湯沸在する希望的推定がなされている､しかしこめ

推定は断片的なデｰタにもとづくものでありK.O.エ

メリｰ段(雛)も指適しているように従来の音波探査機

の性能などから海底下構造の推定は多くは浅部に

限られていると思われる｡

狐ンチネンタルゥイズは大西洋側(薫シシッピィ鵠デ

ルタ前薗等)北部費リフォルニァ沖アラスカ湾東南

方北極海側(ブ凧一フォｰト海)などに比較的よく発

達している中大陸棚や同科繭に比べて一層未知の

区域で石油･ガスに関する情報は非常に少ないと

みてよい白表層部堆積層串の有機物含有量は一般に少

ないか場所1はっては大陸棚斜繭から有機物に富んだ

物質が供給巷れる可能性もあ算また一部にみられる

混濁流による砂層などが層位トラップを形成して貯留岩

としての役割を果たす可能性も無視できないとされてい

る畠しかしい裏薫でのところでは堆積層(岩)中には

構造(携曲をか橿曲)か期待できないとする見方がある.

深海盆での石油1ガス鉱床については堆積物の層厚構

造などの観点からその賦存の可能性は目下否定的な

面が強い｡これらについては深海試鋒(DSDP)での成

果や今後のデｰタなどに注意を払う必要がある(メキ

シ鴛湾の水深の大きい部分は大部分ロンチネィタル･ラ

イズ小海盆(S登mai1Oce触Bas1n)として区分されて

いる)血�
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策15表鉱物(鉱種)別の概渕(空として参考資料7による)

鉱物

バライト

クロマイト

看炭

コバルト

金

マンガン

二㌢ケル

燐鉱

(燐豚土)

白金類

介殻等

炭酸看原

資源

砂礫

チタン

.ジルコン

擁鎮での驚糠としての状況見込他

備考

わずかにバライト団塊毒汰陸棚で屍晦される以外には大意泳鉱廉独とはみつかっていない｡東部太平洋で深海

堆積物(Pelagicのもの)1こ葵鐙1む汚イド秘含まれているし陸棚の一部では鉱脈タイプのものが期待で密る

かも知叔ない(カリフ幻晦アで臓艦鮫のも幻が海域へ延長しているとみら批為)しかし今の&ζる海域欝

源としての見込みは小料叱誇免ら渚鵬｡

二Iヒカリフ淡〃㌶アオレゴン繭離紳で憾㌻･わ鯵るブ薫敷ク岳サンドの形で夕蟻嘩イド秘箆出さ叔てい慈｡繭部

オレゴン締約もの鯵水深鰯～ユ5晦程度の阪蜘η鉱体(鍛大のもの嚢試婁呼イルの規模厚さは工婁フィｰト

程度と確定)で磁鉄鉱壷猿婆を随樺する.しかし大部分のク浜マイトの濃集は超塩基性砦の副成分鉱物から

塞鵜雛縦鰯蹴響蹴婁大墓鼻弧の麗灘蹴…機鑑奮欝醐雫?多

ラゾ夢租サン胴}ある)大腿灘潟変淡メ勢シ遡湾剛凌陵蟻沿岸にも夢湾常イド鉱康がないので潮待薄､

地質調査所オレゴン

大学制はる調査があ

る(地質烹鳳一ス劔85

暑磐照)

米国西海岸および東灘燦で獄簾蔓系擁繍砦扱肋嚇蛾へと延びているか爽炭層惑職域へ傭凝輯鶏達する鑑含熔

非常に小姑･血た怒しア賞ス刺頓刑濠数地蛾で爽炭層秘糠へ僧畏していて埋蔵状櫨も簸舞であ葛&嘩想慈扱

る.しかし陵上の莫大抵欝源鐙却益地の薬件などからアラスカ灘繊讐の繭1底巌顕淋闘婁釜さ枇る可歳…惟姜ま

乏しいとみて次かる養｡

現在*園においては

海崖巌閏がらの出炭は

ない

コバルトは*頭における不足資源の1つであリ海外依存事淡商い.鉄山呼ン減ン濃集俸(金属団塊)申のコ

バノけの欝敢が軌劃ζの欄恕螂こ獄莫大枚欝灘鐙の穣保が約東されている.治津陸域部の状態からみて海域で

の鉱脈型響の鉱廉の麟擦の可能樹鴻下嚢細めて少鮎'.

コバルトニッケルと同様鉄･青ンガン濃簸体(金属団塊)が経讃鰍ζ稼行慈れる段階で副産物的暖楽鐵ζ

取得される可能性がある.鉱脈製等の鉱瞭の祷搬凌沿濠駿載部の地質状瀦讐か蔭潮待が薄い｡米禺として

は鋤こ関してはエコ畑§0牢縫劇嚢需要を糞走鳶陸上洛蔵源淋あると見傲されている｡

金の世界的生産は現在ヒｰタに遠く南阿の鰹全能力の下降僚商とともに大慈狂問題を提起し美うとしている

米国国内の生産はその消費の30%穣度といわれ不足資臓の至りである婁淀金が貨幣制度上特異な注目を集め

ていること1まこ引ζい賛薫でも鮎･.本議に棚柵節回の籟填の中b婁鉱蜘局地質調査所ポアラ黒カ沖の金

驚轍憾窪擦欝鶴鰯菱鶴轟寿鱗鱒義手る隷芸撚ぎ耀嚢綴襟臓さ

鉱山局地質調養所お

よび罵聞会社終よる探

鉱

陸上の資濃鰻緩余力湾嶋って滋壌のも側愛余聾か吏算みられでい征い鉄1坪ンガン濃集偉(金属目醜)中の

鉄(エ2%程度)ぱ利用段階がきても製錬翻ζ簡鰍註あ曇簑｡基鑑岩申のものの擦奏は今のとζ釧鮎んど考え

ξ㌣て綴望ぷ桝多読踊j竃夢麟麟幽搬概墨蒔鴻誉鱗鮒鶴と

も鰍ま場合によ樽ては陸棚だなの蓬盤機籟籍刺こ鰯存する慧をかあ納}も鋤れない｡

貝本の擁塵砂鍛の採掘

書唆小規犠であるにもか

か細蔭ず衆国緩艦い

て興瞭然ぴか扱ている

栄国においての不足鞍源の最恕るものの1つ｡太単洋農跳栖C搬{o胴1盟のものと大預襟醐鯛k劉搬醐

の鉄･マンガン濃集体(壷鰯蘭錐)鳶はく爾養酎ぽいる､しかし陸上のものをの競合鱗擦寄擦敢技術の現

状から量的に莫大匁この禿棄も繁跨煮で絃金くの潜在揃億として扱われてv･る.

地質調姦蕨鉱山周

黒多リ潔ヅス賞ズホ

榊ル研究所民間企拳

潅ど1はる関連研究か

多い

現在ほか扱夢供総不足で今後吻ナ鉾ジ連などの陵載の大鉱床の開発力海げれば供給状態憾改譲客れないと

みられている.鍋などと同様1ζ海域からのものとしては鉄･マン減ン濃集棒(金属団塊)学のものが注目さ

れてv'る.

綴讐の纏茎鐵幣確警糠苧嚢雛双慧も鑓憾輪こ敬語陸整麟雛

篤窟零雛券三議嘉醤雛総誰灘鰯分姦灘玄る繊鰯鷲鱗欝灘蕃

(海藻嚢淀はその近くの浅海抜登の)が澄観さ扱刊唱｡(本文譲照)

爽軍洋側ではカリブオ

ル黒ヤ締大頚津剛ま

ブ夢診ク朝フ咀ラド曲一θつ

も碗曙璃

アラス曲の怨◎◎δ亙督灘蟄溝の砂鉱廉の至つでか欄て産出し恕こ&が鋤るが大部分は鰺土砂金繰駁の副産物とし

て回収容れn唱といわれるζの軌⑰d舳榊涛のものはごく沿斜ζ近接し液浅海中のものであるが類

似の鉱床か氷漱堆積物の下放凶ζ賦存す葛可能牲があ義ある推算では馨汐攻シス程度の合金が濃集している

見込があるい'嚢地義い叱受の稼行性に仙て1ま蛙間茄もたれている｡その他…げ紫黒勿や滋夢ク淡沙

ニア海岸桝砿小規灘あ白金類の濃集があるが海域で幻濃集鉱床の存襟との関係において熔蔦く鮮循されてい

低い｡

漆文抄鉱の項参照

最寄夢の陵上に盾灰岩絞妊の原料鉱物鳶岐ら批紬噛禽虹外殻(Oys廠銚竈亘i)を内湾潟から擦掘し剛喝施

澱は慈童消て普通}こ米劉ζ拙'で規受1夕義&ごるであ薦､テ率サスなどメキシ醐湾沿岸でぐの観取が釦㌔秘

擁鱗貫灘離編綴喜窮顯戸麟㈱卿万トン徽純舛約離

須吹岩磯罵渓質砂も*鰯の絵岸部随公布が広いしかしζれらの鎌敬は今のをζるハ双イ島でのみ抵り立ち

うるとさ批仙1る､ζのよ警な海域の炭酸看荻蜘繍凄陸上の豊奮な石灰看溶淫と全般的1こ競合す義ζとはほ

とんど困難であるう.

地質調養蕨猿蔓政府機

鰍こおいて介殻資源の

調査を狩勾欄ているこ

とは鳳闘していない

1鱗都市工鞠榊鰯鰍献州糺艇鵬料を脚側鱗鰍肋繍簸から

のものが有利法条件塾奄り鑑舎が鳶義､畷裡錐衡調査所他政府機関で調査凄れ刊㌔も酬唆瀦も終爽酒樽捧で

一

あるとくにニニ迅一蟄一夕神G饗強震嚢餐墨褒嬢⑳ものが鋤も杓ている｡琴毘筏砂穰酵渠駁撃…嚢幼琴鰺な撰1酉鷺害ζ麦,る

iか近い将刺こ地螂は四で憾生産な肋葦か猿りの鏡鱗ζ寵すると兇込塞れてい機(本文譲照)

地質調養所糠箪等政

府機関の調査がある

≡*国の錫資源澄ごく砂泳く裟紛窯繭アンプの資潮ζ鮫擦され釜であろう米顧で1玄勧生彩鰯鉱廉恥海壌で翻

1待される可能性は低く雛鉱(c繍童敏1童蜜)憾絞出展1ζぷ機て探査されたもの添ア多黒戴陵上書吋吻蕨(c餐蔓奪

1c雌e逢鉱山)あるのみ噌ある.この村遼の鞠1蛾…こは類似の小規模なものはみっかるもしれ扱いがそれらは

1探査ぼされて舳･

1㌶1膿覧上鰐鴛二､ζ急二㌶貫壌は蝋跨肌㌶益蝶岸部蒙篭;

内陸にかけてみられるしかし離農細ζ絢かっ､弦傲が蟻下するので海域あものは期待勇董小さい

1鰍搬壌鶴総数漱与灘鰯蹄猫る坪鴇艦鰯さ脈し低鑑

あって需要の大部分は秀一ス詳茅リアからの輸入で蜜か扱われている｡�
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USGS･USBMにおいては前記のように石油

･ガスを直接目標としての調査は行なっていないが概

査としての一般的海洋地質調査という形でいくつかの貢

献をしている.その調査海域としてはアラスカ(ブリ

ストル湾アラスカ湾)南カリフォルニア沖(サンタ

･バｰバラ沖他)メキシコ湾などがまだ調査予定と

してはべ一リング海プルｰトｰ湾(ノｰス･スロｰプ

沖)(6364)カリブ海が弔油1ガス資源にとくに関連す

るものである古石油会社による探鉱もべ一リング海な

どアラスカ州周辺メキシコ湾深部きらに大西洋沿岸

(ノバス賞シヤ沖周辺一ジョｰジ糸1ハンクｰ部はカ

ナダ領海と扱るう)が今後も問題となるであろう.

USGS淋海域の石油･ガス資源についてのデｰタを

必要としている理由はおもに前記のように資源管理

と資源の総合評価という立場からのものである.国立

機関と民間合杜との探鉱面などにおける関係は貸本の=

場合と多少異なったものであることが知られている.

米国での場合は石油企業の発展経過鉱区(探鉱権も

ふくめ)取傷の法規(競争入札制)などの点から国立

機関は民間合杜が行なうような探鉱をみずから実施する

ことは厳に回避されている｡

海域においての石油1ガスの漂鉱1開発は高価な投資

にかかわらず試錐成功率カミ産上よりも高いこといわ

ゆる巨大浦岡発見の希望などに支克られて推進されてい

るカミいくつかの失敗例技術上の困難性の克服サン

タ･バｰバラ沖における鉱害例(89)などは想像以上に

高価なものであることも銘記すべきであろう.

轡砕鉱

私の知る限りでは現在衆国では海域からの紗鉱は出鉱さ

れていないしま危過去においてはアラスカのグｰド皿ウス

湾の浅い鰯所から白金力糠取されたという記録がみられるだけ

である(7鐙).しかし海域紀砕鉱(砂鉱物)が賦存してい

る区裁は現在判明している分でもかなり熔瀧しているし前

記(本誌185蜥号)のように砂鉱の問題はUSG塁US.

BMの政府機関での海洋関係の仕事として相当な重点をもらて

とり上げられている｡すなわちUSGSUSBMはおも

に重鉱物調査(HeaWMi舵肥iPm畑t)の経費詮投入し

てべ一リング海オレゴン沖などの調査を行なってきだし

USBMは砂鉱掘さくを主目的とした装備(ソニコおよびベッ

カｰ･ドリノレ)を調査船に搭載しているなどである.政府機

関が砂鉱調査を重視している理由は次のような事庸によるも

のと考える.

ム海外からの輸入によ.った方が適切な鉱物あるいは

需給カミそれほどに切迫していない鉱物もあるが金

､錫などのいわゆる不見資源(海外供給源の不安定

性もふくんで)の確保が深刻化している(あるいは

予見される)

廠砕鉱は大部分成因上浅海(Nearshqre)に賦存

するものカミ多く採取技術の点からみて取り組みや

すい!面がある.

廠関係企薬と国との力関係などからみても政府機関が

砂鉱の開発1探鉱をある程度腰を入れて白ら

実施してゆく責任がありこれ沸前記のように当

面国の姿勢となっている｡海域砂鉱の開発問題

は過去25年間無視されたような恰好となっていて

石油関係はその期間中に大躍進を遂げたという認識

である.

さて砂鉱床の生成については他種鉱床と同様複

雑な機構が予想され亭わけであり少なくとも次の要素

は考察されねばならぬとされている.

後背地地質後背地のテクトニック現気候ないし

ほ古気候現1旧河川系堆積掴濃集個所のトラッ

プ状況(基盤岩の形態等)現･旧海況

以上の要素はレ･ずれもそれ自体すでに測定1推測

がかなり困難な問題を内蔵しているので各要素の正確

な判定と積上げによって砂鉱床の位置形態などを割り

出すことは一般的には至難の業のように思われる｡

そこで通常砂鉱床の大局的な探査･予知には

①既知鉱床の延長部または類似環境の追跡

②後背地供給源としての迷入火成岩類変成岩類占き

に堆積岩類との関連

③後背地のうけた風化侵蝕過程についての大要

が利用されることとなろう､このような考察から米

国での海域の砂鉱床は品位規模扱どにそれ程大きな

期待がかけられないとバう見解カミ現時点では支配的の

ようにみうけられる占熱帯または亜熱帯地域ポ少な

くとも現性など若い地質時代の砂鉱床について本命で

あるという見方淡多い(59他).米国で海域に分布または

分布カミ予想される鉱物は次のようにみられている.

西岸(太平洋側)余白金錫石磁鉄鉱イルメナイトクロ

ム鉄飲ジル螢ンルチル含燐砂

簾濠(大暫洋側)イルメナイトルチルモナズ石ゼノタイム

藍晶孫瑳線看十字石

いままでもっとも大規模な調査がUSGSUSBM

の手によって展開されたノｰム沖(べ一リング海)の砂

金などの調査ぽついては前に(本誌蝸号第4表187

号第裏表地)少しふれた.以下に調査の成果(66～70)な

どぽついて補雇する.�
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繁遥1嫌

ノプロｰピル海浜

嬉

蜂蟻

副

題1匿ヨ

藩浜堆獺物麹成のシルト

お』1ぴ格上

第15図

ノｰふ侍近における

胞質蕨繭図

(H.刺elson,D.

M.賞｡笈魅n魯1969

参考資料67による)

蕊この調査ではノｰム沖からセント･ロｰレンス島

チリコフ海の一帯で試錐51孔と約700点の表層サン

プリング紀よって広範な砂金の分布をみとめた.

ノｰム沖にもっとも高品位の濃集部カ三あって表層

中の平均含有量1,000哩も金は1mm大のものが卓

越する.

廠粗粒の金の分散した含有状態などから少なくとも1

ヵ所あたり25地のサンプル量か平均品位の決定な

どに必要である｡

愈粗粒(1mm以上)の金の濃集は基盤岩蜜だは氷河

堆積物(91acia1dr搬)を被う残留擦層(絨破騨亨e1)

中にありこの礫層は洪積世氷期中の生成であろう.

また試錐結果からは氷河堆積物を切る沖積世のチ

ャンネル中などにも期待がかけられる.一方現

在の海岸線は併走し海成の堆積層や氷河堆積物上

を走る3条の沈水した旧海浜礫層淋あってこれは

も粗粒の金があるがその表面部の合金量は低い苗

しかし音波探査による礫層の内部構造の推定およ

び陸上部での既存のデｰタなどから礫層内部に高品

位･濃集部の存在する可能性がある.

分散した分布を示す細粒の金については海洋(沿岸

涜など)の運搬営力に関係するとみてよい｡

以上は調査成果のごくかいつまんだ要約である､高.

緯度地域においては水1氷河ぽよる機械的ぎくほくや運

搬に注員する必要添あり氷期をふくん芯第四紀の地質

に関しての如見淋このような海域での砂鉱の調査にあた

って非常に重要となる例である.

この他地質調査所ではオレゴンカリフ毒ルζア沖

(90)奪どの砂鉱関係の調査をしている(本誌!85号参照).

鱒燐鉱(燐灰土)

マンガン団塊と同じよう紀1世紀以上も前に発見され

ている海域の燐化合物はついてほ岡本では多少縁

が薄いような感じがしないではないが米国記おいては

かなりの探鉱などが行なわれて書でいる由I前記(本誌

18尊号他)したUSBMの調査や湾ツキｰド杜ディ

ｰプシｰ1ベンチャｰ社の探鱗1開発研究淋代表的なも

のでその大部分は峨3年以降に実施され花､燐灰石

を主成分としそれ紀稀土類ウランなど含有しきら紅

海緑看看英介片などを不純物としてもつこの燐酸

塩鉱物の集合体は種冷の形態で賦存するといわれている

(2459他)由

妓セント･前一レンス島沖の粗粒砂金と自然銅につい

ての稼行性のある濃集部の存否もまた探鉱価値

があろう.`チリコフ海の中央部は粗粒の堆積層の

分布が広く金の濃集には期待うすである由

廠粗粒の砂金の濃集･運搬は氷河作用に帰するのが妥

当のようであるが海域の一部に供給源となる基盤

岩(鉱脈)カ童あったと考えることもで薄る由広く

①団塊板状

②含燐砂(Ph囎凶銚ic総紬)

③含燐泥または有機泥(Phosphatic皿udororg㎝浴

rich血出)

④含燐岩層(鉱床)

･このうち④は陸上で稼行中の燐鉱層あるいはそれ

と類似の岩層が海域に伏在するものを意味している｡�
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に大陸の酋側沿岸部に卓越し南カリフ素ルζアバ

ヤ1カリフ素ルユアのもの秘その好例とみられている

まだ混交流(簑海流の混交一狐滅鴫凄たはturb奴工en鴫)

による例は大陸東岸沿いのブラック1プラトｰなどと

される吉

海底付近における燐酸塩鉱物の沈殿1濃集紀はそれを

トラップする海底地形(凹地)の存在海底面に露出し

ている含燐基礎岩類などとの反麻も考慮される害この

場合含燐基盤岩の海底での風化侵蝕に関係しあるい

はその基盤岩申に存在してい淀燐団擁などを核とする濃

集機構も考支られている岳ブラック帝プラト_にほ

50ID鵬深海試すい(本誌螂号)などによって燐酸塩

鉱物団擁をふくな串新統の砂質シ㍗ト岩などか釣られて

いて(49)以上のような濃集あるいは燐の再移動の機構

が考慮される幸燐鉱の成因研窺のアフ濠一チのヱつと

してCaO一&O嚢一H要OC鼠O一玲O騒項F一貫ρの平衡系

の物理化学的実験などが行なわれている､

燐鉱の品位はその生成環境に大きく支配され(前記

混交海流によるブラック1プラトｰのものは太平洋側

の分岐流ぬよるものより低品位とか)良質のものでも

20～29%(P婁O婁)で陸上資源の3王～36%にはおよばな

･い.陸上のものは2次的富化が品位を上げる原因とみ

なされこれらのζをから海域のものは陸上のものの

Protoreではないかとの説もある吉前記のKa獺kov

説も陸上のいわゆる化宥鉱床についての考察から出発し

たものと考えられるがマンガン固掬の場合と異なり

燐鉱については化肴鉱床との聞記成因的な共通性が多

分にみられることは興味深い｡

燐についての駿上資源のポテンシャルに大きな余力が

ある現在では海域のものは早急に稼行性が生じるとは

考えられていない(局地的利用などを除いて).しかし

前記②の含燐砂(未固結品位2～10%(P.O彗)比重

3｡⑪)は一部の海岸線付近(バヤ･カリフォルニアのサ

ン疹}ザリア砂州付近)のものカ牲目されている.

この含燐砂は性状から砂鉱として分類する人もある.

燐泥紀ついては熱帯～亜熱帯方繭の海域に知られてい

る淋米国にほその賦存や調査例はないようである.

翻鉄1マンガン濃集体

一般にマンガン団塊金属団塊鉄1マンガン酸化物

マンガン結核などといわれているものをここでは総称し

て鉄1マンガン濃集体(以下単は濃集体という)と呼ぶ

ことにする｡これらはその形態分布線成成因上

でかなりの多様さが知られているか一般に注目されて

いるのはもちろん相当紀水深の深い区域(コンチネ

ンタル1ライズとか深海平原とか)のものである.し

かしこれらの探鉱とか比較的濠海部に高品位のもの

を将来発見しうるか否かな紅の､熱に関して今後より多

くのデｰタを集めそれらにもとづ羊地準牟研究添必要

と書れている.米国に描いてもとく1とその成因生

成環境に緕びつきをもつ調査や研究の不思やさらにもっ

と初歩的な濃集体の分布そのものについての如見の不届

が指適されている｡しかしながら濃集体の探掘(採

じられている白いくつかの要目を浅海域(淡水成もふ

くめ)のものと深海域のものとを対照(実際には前謁の

ように爾脊で移行性淋みとめられることが多いあミ)する

ようなかたちでのべていく害

愈濃集俸の賦存水深はカラ海(30～120m)白海(30～�
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第16園海成濃集体についての賊皿旭壌水深関係国(磐籍資料粥による)

王｡大西蒲(肱蛆奴&R響鮒d､工89夏他)

2.大衝洋隷出(杵鮒,工鱗)

3.パ〃ヂ籔夢海(S;㎜エ〇五1榊&Tit岬享王92妄言M琶出響董醐)

4バレンツ海(S胴◎搬暫膏τ亘言服宕醐2壷G航s肱⑪蝸苗193又)

5.黒海(S醐⑰搬暫&伽嚢榊享醐2)

6.ブ茅ヅ多血プ繋トｰ(駈繊葺工鰯)

7.バルチ繋タｰボスニァ灘(及盟撒註｡,鰯王8星G醐鶉肱｡w茗1961)

嚢､パノげ〃一隻紺湾(蟻鯛肱鮒丞｡鰯1)

嚢,カラ海(独和dStτ◎醜玉鯛凄謂S慧n◎ぜ甜工艶?)

狐北海く賊凹胴算學里貢納鵬､醐填,跳&舶a巫苫鵬1)

至豆｡爽平締く鉱燃繊､夏96婁)

エム〃(賊独猟aぎ鎚黛憲貝劃rd.189!)

隻3.拶(獄三三貫燈Si二出a蔓鶯馴童夏958)

14.〃(駄鮒鞭綾鮒轟埋螂2)

15.〃海泌(鮎肚蝿､醐遂.独緬,蝸§粒｡iii鰯)

1&チモｰルセｰラム灘(Bδggliき言夏916)

17.■…≡1瀕妻(Go■s服｡可a193工､Deryu嚢in1928)

160触)バノレチック海(大部分80楓以溌)メイン湾

(米国東北部蝸～200蛆)ミシガン湖(60跳以濠)を

ごく浅い部分にもみられいわゆる深海(大部分3事500

～4,500皿ときに7,00腕以深)にのみ濃集体の分布を

限定して考えるのは適切をかくおそれ淋ある由

廠濃集体の形態は様寿であるが濠海域のものにしぱ

しば篇平(皿形等)のもの添観察巷れていてこれは

球形のものとはまた違っ彪でき方であるとする解釈も

ある(篤20図).濃集体の賦存が翼海底繭付近に限

られるとする観察はい凄のところ深海試錐(DSDP

他一前記)などの結果からみても修正凄れていな

い.マンガン鉱湖などにおいても岡糠である(刎吉

底濃集体の組成検討生成環境の携定などにはよく

M皿/F邑(マンガン係数)(77)o/賊災が屑いられるが

第16図にその1例をあげる.M〉跳は特定の海域

や淡水域をとる場合にはかなりの幅で変化するとき

もありこれに反して一貫性がみとめられるときもあ

る.しかし全体的にほ淡水成のものぽ値カミ海域(い

わゆる叩㎝搬)紀比べてより小さく浅海域のも

のはこの申聞的償をとる吉｡/M篶(原子比)は濃集

体の酸化度(M皿Oκのぶの指数)を現わすと考えら

れ深海域のものはやや大きい億をとる皇N1Cu

Coなどの含有は深海滅のものが一般に寓く中

でも王.蟹00㎜以深のものに濃集するといわれる.しか

しこれらの微量元素の含有量秘地域的にかなりの変

動をみ世ることもよく知られている.一方濃集体

中の有機物の含有状況ぽも考慮が払われはじめている

がそのデｰタは乏しいとみられている占有機炭素

の含音量は浅海域のもので至～2形程度と高く(循78)

(深海域のものO.夏%程度)これは濃集体の成長速

度に比例的関係にあるという.

愈さて濃集体の分布1生成環境の一部は上記からも推

測されるが通常考慮されている要因のいくつかに

っいて楠昆をこころみよう曲

酸化性の環境カ峨水や浅海域での元素の析出沈殿に

必要である由淀&免はバルチック海では停滞水域

(還元性の)縁辺め酸化帯に濃集体か分布する｡漢だ

表層堆積物の表面近くにだげ濃集体が生成されることの

理由の1つもこれによって説明しうるとされる(77).

現在の濃集体は類似の化石鉱床が盲い堆積岩層1こほと

んど見出されない源因の一部とも考免られる曲

水圏大西洋岸のメイン湾での考察は濃集体(鉄･マン

ガン被膜1同殻)は濃海戦で淘汰の悪い氷河堆積物や紬

バ

⑭

㊥･鯛

第17図二米国メイン湾の濃集体の分布状況(参考資料78による)�
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海流(底層流)測定120～蹴狐/s㏄

で工｡奪独/s㏄

濃集体配列の

方向性その他

一部の凹地

第1欄a

ブラック･プラトｰ上の波状地形とマンガン濃集体の

産状(参考資料80による)

↓第18図b

プラック･プラトｰ急崖部付近の濃集体の産状(参考

資料80による)

賞1

がうすくカバｰする部分{^〕

壊･分断があるいはその両者の

組み合わせによるものか……とに

かく興味ある状況である.

鬼.ブラック1プラトｰでは鉄マンガン濃集体と燐酸塩鉱

物とが帯状に(水深の浅いところに麟深いところに

鉄･マンガン)共存1分布するので著名である,燐

酸塩鉱物のパｰティングや小団塊が鉄マンガン濃集体

(S脇など)中にみられることもあるカミ分布の大勢

は第19図に示されている.一般に燐の含有は浅海域

のものにより多くとくに停滞水環境に関連するもの

ぽ多い傾向がみとめられる.

蕊濃集体が海底面付近に主としてみられることに関して

底層水からの金属の供給とともに下位の底質からの

金属供給機構淋考慮されている.これについては本

誌m号のM.T.ストラｰホフ氏の説明などがあるが

ζこはばrγ子ソノ･イム氏による図(籍20図)をか

かげる｡蛮だ浅海域の濃集体の成長速度は一般に早

くこの問題も成因の究明とか生成環境の問題に関

係して多くの測定や論議カミなされているがここでは�
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策16表兇較的水深の浅い糠鱗の濃簸錐の泳深一かん度一成長速度の関係(参考欝料78による)

海域名�水深���

�(醐)�かん度(茄)�推定成長遠慶(m㎜/10⑪⑪察)�備考

犬酉澤(ブラック･プラトｰ)�婁⑰簑一憂⑪o�路一総�奪｡卜亨�

犬西洋(メキシコ湾北部)イングランド～ニュｰフランドランド礁�鋤一喜⑪壌�32一滋�簑壮§oo�

バルチック海�呈餐一憂鮒�蟻｡嚢一12�婁ト王⑪⑪⑪�

バレンツ海�工?い至⑪⑪o�灘一36�夏一5⑪o�

黒海�繊一里鋤�王8一鵡�鋤一工⑪Φ⑪�

カスピ海�蜘�亨�亘⑪⑪今夏⑬㊧⑪�馳曲tov(醐5)

カラ海�3除一至20�畿一級�夏に至⑪⑪⑪�

北海�災一夏鑓�雛一滋�5ト星⑰oo�C凶磐(1959)

太平津(南カリ7オルニァ)�12ト嚢⑪0�35-36�?�

太平澤(日本)�11遣一隻60�35�?�Niim(1955工965)

ペルショラ灘(北米澤)��バレンツ海とカラカ海の境界微遊��

幣支郷海�資料乏し���K1e口｡va(1958)

白海��3⑪一ユ6⑪126-32�δ0-300⑪�

���⊥止■�

第16表を参考としてあげる.

濃集体の鉱物組成についての詞述は本誌では第五70号

に概要が記されている害凄たバヤ1切リフォルニァ

沖の試料などについての研究成果か近く胞質調査所

(日本の)の担当者によって本誌などに報告されるであ

ろう.米国飽質調査所の一部の人はトトロカイト〔t0･

dorokite一(MがR恨簑)泌卯O童妻帯鋼ρ〕が主要な構成鉱

物であ葛をみている｡い凌蜜でのところでは海水の

かん度は濃集体の形成に如何なる影響を与えるかは不明

の､細妻多い(篤夏6表)宰前にも述べたように米国に粘

いては濃集体の精錬などの利用技術は最近急速の

ノ

曲㌣

��

塁｡'

紅海水底の水深2,OOO雌余りからボックス･コアラｰで

採取されたこの泥質堆積物は白黒赤黄緑と極

彩色であってかつ多量の鉄ダンカン亜鉛銅その

他の金属の酸化物と硫化物をふくんでいた.この堆積

物はメッカ西方のほぼ紅海の中央部の3つの海姦中の

1つ(A迂工鋤を昼餐夏至D鵠p)からサンプリング窓れその

模式断面などの玉部を窮班～23図に示す｡この海盆は

NW～SE方胸に長軸を有する楕円形(12Xδ触)であ

るポ付遊一帯の測深および昔波磁気探査の結果から

この海盆灘一帯は噴火口をふくむ火山性ゆ地域とする見

方もある｡注意すべ巷は第22蝸図に示されるように

この海盆の底部は異常な商かん度かつ鉄など金属を

濃集した高澄の海水(いわゆるhO室br三ne)に充たさ

れていることである｡印度洋から延長するリフ'ト･バ

レｰの王都はこの地域秘相当し上記の磁気探査や堆積

物の熱流鐙の測定からこの一帯は高地熱地帯であるこ

と淋確かめられている｡

この合金属泥およびhotも亙三蝸の成因についてはす

でに2～3の見解秘あり今後この堆積物の資源的価

値とともに活発な論議が行なわれるであろう.ここ

には氏LJa鵬婁の見解(雛)を要約してみる.

第19図太酉洋岸のコンチネンタル岬一ジン1輪げる資源分聯の

予想概念図(参考資料5888による)�
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第20図

濃集体の形態(泰考資料78による)

A,オｰブンシｰ(oPensea)

での典型的匁状態上方の水

酸からの金属供給が卓越底

質は酸化性の環境にある.矢

印は金属供絵の度合と方向を

現オ)す

B.濃海蝕･しは淡水の環境で大

部労の金属は底質の間隙水

から供給さ杓る底質は部分

的虹簸元性環境にある

①マントルから上昇し杷玄滅岩質マグマが岩脈凄た

はシル状は地弾の高所紀位置した

②瑳大岩体の冷却による熱は上位の堆積物中での水

の循環にエネルギｰを与えた

③その永は塩類をふくむ堆積物申を循環しhotbrine

と変化した

④hotb･三neにはマグマから直接にあるいほ母岩永

ら溶出された金属が供給された

⑤海峰に溢出したh敏もエ三鵡からの金属鉱物の沈殿
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合金属泥中の金属畳紀ついての試算は次のとおりであ

りま淀ζの泥質堆積物が大水深下にあるにかかわ

らず兇較的採取されやすいといった観点からその稼

行性の見込み茄強く注目されている.

試算対象とした堆積物の厚春工0腿(ただし音探の結

果からはさら紀下位に工00泌.弱の堆積物が見込まれ

る)1967年の時価にして23億ドル(bri雌を除外

したときのq泄Z亜里bA纂孜u)

合金属泥の分析値の工例はつぎのとおり･

��

圭駆丈

匁

備考:参考文献82

試料番号127P-610

平均含有量(重量%)
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このようなリフト1バレｰ断裂剰こともなう金属の濃

集の察側に関連し今後海嶺系海膨(東太平洋海膨他)

の調査かかかる側面からも推進される見込み沸ある.
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鶴砂礫資源で

海域の砂礫は米国において海から生産されている

資源(無生物)の数少ないもののうちの1つである.

その調査例は余り多くはないが地質調査所(艀鑓)軍

など1とよってすでに大潤洋岸が調査されている.ニ

ュｰ罰一ク沖=メイン湾周辺ではサンプリングのほかに

音波探査や簡易試ナい(振動型など)写真撮影が行な

われている｡現在では試すいの密度も低く砂礫層相

互の連絡や対比には困難がともなう場合が多いとされて

いる.しかしユユｰヨｰク沖などはその立地からみ

篤21図

アトランティス亙溝釜村近の海底

地形(参考資料831はる)

籍簑獺

アトランティス皿海釜の驚波探壷

解析図(参考資料鰍はる)
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アトランティスII海盆鞍部“←ディスカバリｰ海金一A'｡

常鵡の紅海海水(鮒C)

㌻㌢11三㌦.､1､二

醐続化物相

国鯛湘鑓棚鰍山

並水マンガン鉱梱糠地洲餐

コア長×宴?0

国1砕脳

第23図

アトランティス皿～デ

ィスカバリｰ海盆にか

けての断面図(審考資

料821はる)

ても有望視されており相当広範な分布の砂層厚き約

60鵬の砂層古流系チャネルを充している礫層(1ヵ所

1億トン程度)などその性状が逐次判明している｡

一部では粒度組成などについての細かいデｰタもあげら

れているが大西洋(とくに米国北東部の)大陸棚上の

砂礫層では通常の河州から供給されたものと氷河の融

解により放出されたものとポ区別される.この成因の

検討は砂礫層の分布性状を判定する上で重要視されて

いる.海域の砂礫の擦蚊･利用はきわだって大きな規

模とはならぬまでも近い将来局地的には確実な伸び

が期待できるとみられている.

以上各鉱種別に主要な分について大欝などを述べたが

米国において重要性をもつ硫黄介殻等炭酸石阪資源に

ついては十分な資料が等元にないので割愛する(介殻等

石灰資源については参考資料7などによって第王5表中に

示した).

前項(石油1天然ガス)に少しくふれた海域の鉱物資

源の管理の問題は紙面の関係で別の機会にゆずるがこ

こでは以下の点について強調しておきたい.

廠沿岸諸州はその管轄区域(カリフ赤ルニァ等の場合

では沿岸から3㌢イルなど)紀対する管理を州法

などにもとづいて実施し連邦政府はその外側(海

側)の領海および領海外の区域を管理する.

愈連邦政府では地質調査所が壷をして技術的側面から

資源管理に大意な資任を育てしいる由

に関するものとしてはきわめて不備であること

添指摘されている｡

ム州および連邦の行なう資源管理業務は従来石油

･天然ガスを対象に実施されている.従ってこれ

と産状などを本質的に異にしている砂鉱などの鉱物

愈資源管理に招ける連邦政府の立場は鉱物資源の保全

とか民間合杜の探鉱の誘導とかの面をふくみながら

も基本としては海域の多目的利用を鳥ざしている.

いいかえれば鉱害･汚染防止その他あ活動が必要

で単に鉱業のみの味方に立ついるものではない､

さを欠く点が多く米国においても不評である.

蕊これらの法規条約の改訂に対する動きは米国内

などにおいて潜発である簑

φ､

3回にわたる米国の海洋地質調養の活動状況などにつ

いての記事はここで一熔の段落をつは篭ことにする

淋予定していてふれるζを秘で書なかっ花事項十分

に意をっくせなかった事墳など淋多冷あるこれら

について簡単に釈明してむすびにかえる岳

ム海域の地質図の件はその実例とか地質の表現法と

かについて論及する予定であったカ茎来園紀潟いても

海域(海底)地質図の公表されているものが非常に

少ないことなどの理由によって中止した､しかし

この問題は今後のわれわれの実施してゆく仕事の上に�
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も重要であるのでデｰタの補備などをまって別の

折にふれたい.

血大陸棚などにおける資源の管理に関する事項は草稿を

まとめてみたが私には.もて余し気味に感晋られた.

米国の法制行政国連での活動などぬついての一層

の理解ができ花際ぽはこの問題を地質学的な観点か

ら再びとり上げてみたいと考克ている.

鬼大学等の研究所の海洋地質関係の講研究には特別のも

のを除いて余りのべていない｡しかし国の機関

が行なう業務の多くがこれらと密に関連しかっこ

れらから強い支持と基礎を与えられていることは爾春

のいわゆるキャリヤｰの差で渉るうか.研究所など

学術機関の業務に多くをふれることのないこの小文

は冒頭にのべ花ように1つの断面についての資料

と私屍にどと漢ることを繰りか充しておく(完)

(撃着}ま着液課長)

おことわヅ小文の標題はゼ米国の海洋地質調査についてのマ

資料｣であり手ちがいをくり返えしだことをお断りします
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